
















溶液中の分子 を室 温で光励起 す る と均 一広が りに対応 す る フ
ェム ト秒領域 の超高速の穏和 を受 けた後､ 好男 の拡 散過程 に附
係 したピコ秒 程度 の適 い抜和 を受 け る. この遇 い抜 和過程 につ
いては媒質 の粘 性 を上 げた り温 度 を下 げ るこ とな ど によ り急 速
に退 くな るので 発光やホールバ ー ニ ング スペ ク トル の時間 的 な
変化 として押 し く調べ るこ とが で きる｡ 今 回はアル コール 清 媒
*の有機色 素 を対象 に して実験 を行 な っ た.
ホ.-ルパ ーニ ング分光 にみ られ る変 化 は泳 起状息 と基底 軟風 の
双 方の穏和 を反 映 し､ 時間分解 発 光 スペ ク トル は助起 状瓜 だ け
の穏和 を反 映 してい るとして理舶 で きる｡


















ll. ポ リマーにおけるフラクタル構造 と













12. 光照射 によるダイヤモ ン ドのカラーセ ンターのスペク トル変化
朴 燦 豪
ダイヤモンドのカラーセンターは様々な光励起媛和を示す｡窒素と空孔が結合したNVセン
ターは637nmにゼロフォノン線を持ち､高温 (77K)でもホールバーニングができることが
知られている｡レーザー光照射によって作られたホールは白色光を照射すると消える (ホー
ルフィリング)｡ホールフィリングのメカニズムを調べるためにいろいろな波長の光を照射
してスペクトル変化を調べた｡これについて報告する｡
-70-
